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（参考 32）キャリア・パスポート 

○キャリア・パスポートの目的 

学校から高等学校を通じて、生徒にとって、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振
り返ったりして、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につな
ぐもの。 

教師にとっては、その記述をもとに対話的に関わることによって、生徒の成長を促し、系統的
な指導に資するもの。 

 

○キャリア・パスポートの定義 

キャリア・パスポートとは、生徒が小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動に
ついて、特別活動のホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況やキャ
リア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるように工夫さ
れたポートフォリオのこと。 

 

○キャリア・パスポートにおける留意事項 

生徒が自ら記録することができ、学習を見通したり、振り返ったりできること 
基礎資料（日常のワークシートや日記、手帳や作文等）をもとに、学年開始時もしくは入学から卒業等

の中・長期的な振り返りと見通しができる内容とする。 
詳しい説明がなくても、生徒が自ら記述できるようにする。 

 
学校生活全体、家庭、地域における学びを含むこと 
①教科学習、②教科外学習、③学校外の活動の３つの視点から、振り返りや見通しを持つことができ、

ホームルーム活動に偏らないようにする。 
特別活動を要としつつ、各教科・科目等と学びが往還していることを生徒が認識できるようにする。 

 
学年を越えて持ち上がることができること 
小学校からの蓄積をもとに、高校３年間の記録を蓄積するため、用紙をＡ４判（両面使用可）に統一し、

各学年の蓄積は５ページ程度にまとめるものとする。 
個人情報が含まれることから、学校が紛失に備え十分な管理を行うようにする。 
中学校からの引継ぎは、生徒を通じて行うものとする。 

 
大人（家庭や教師、地域住民等）が対話的に関わることができること 
生徒の記録活動のみにとどまることなく、生徒が自己有用感の醸成や自己変容の自覚に結びつけられる

よう、記録を用いて話合いや意思決定を行わせる等の学習過程を重視する。 
本人の意思とは反する記録を強いたり、無理な対話に結び付けたりしないように配慮する。 
うまく書けない生徒に、記録を活用してカウンセリングを行うなど、生徒理解や一人一人のキャリア形

成に努めるものとする。 

 

○実践例（栗山高校「くりやまキャリアノート」） 

 

 

 

 

 

 

  
【出典】北海道教育委員会（令和元年８月）「キャリア教育の推進」 
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（参考 33）デュアルシステム 

デュアルシステムとは、専門高校等において、職業生活に必要な基礎的な知識や技術などを

身に付けさせるとともに、企業等における実際的・実践的な職業知識と技術・技能を養う訓練

と組み合わせて実施することをいう。 
 

○デュアルシステムのねらい 

実際的、実践的な職業知識や技術・技能の習得を通して生徒の資質・能力を一層伸長するとともに、
生徒の主体的な職業選択の能力や職業意識を育てる。 

企業実習を通して、働く意義を理解するとともに職業人の誇りを感得して、社会参加に積極的な生
徒の意欲・態度や勤労観、職業観を育成する。 

異世代とも積極的かつ円滑にコミュニケーションすることができる能力・態度を育成する。 
「業を起す」という起業家精神を涵養する。 
諸職種の仕事内容を知り、生徒が自己の適性等に合った職種を発見するなど進路選択に資する。 
我が国の産業・経済の発展を担った「ものづくり」の技術・技能を継承する人材育成を図るととも

に、産業・経済の情報化・サービス化あるいは社会の高齢化といった変化に柔軟に対応しつつ、こ
れを担う人材を育成する。 

専門高校等と地域の産業・企業とのパートナーシップを確立するとともに、地域の産業・企業が求
める人材を育成し、その発展に資する。 

高等学校、特に専門高校等の教育を活性化するとともに、地域企業等の雇用の発掘や高校生の就職
機会の拡大を促進し、地域産業の振興を図る。 

【出典】専門高校等における「日本版デュアルシステム」に関する調査研究協力者会議報告書(平成16年 2 月20日) 
 

○学校設定科目による実践①（旭川工業高校の例） 

教科名 工業 

科目名 企業実習 

科目の目標 
旭川地域の産業現場における実習をとおして、その企業における基礎的な技術・技

能を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

科目の内容 

１ 企業調査 
 (1) 旭川地域の産業構造 

(2) 求人企業調査 
２ 働くことの意義 
 (1) 学ぶことと働くことの関係 
 (2) 礼節やマナー 
 (3) 自己の適性理解 
３ 「日本版デュアルシステム」の意義 
４ 企業実習 
 (1) 安全 
 (2) 情報の取扱い 

単位数 ２単位 

学科・学年 
全日制課程 工業化学科、建築科、土木科、電気科、情報技術科、電子機械科 
（第３学年） 

 

○学校設定科目による実践②（静内農業高校の例） 

教科名 農業 

科目名 デュアル派遣実習 

科目の目標 
産業現場での実習を通して、学校での専門学習の成果を実社会にフィードバック

し、深化させるとともに、社会性を身に付け、農業各分野の技術や経営管理に活用す
る態度と能力を育てる。 

科目の内容 

１ 受入れ実習先と実習内容を決定する。 
２ 学校での農業教科の学習成果が活用される内容とする。 
３ 職に対する理解が深まるような内容とする。 
４ やりたい気持ちが膨らみ働くことへの覚悟ができる内容とする。 
５ 専門性を高める内容とする。 

単位数 ４単位 

学科・学年 全日制課程 食品科学科、生産科学科 （第３学年） 
  


